










− SIOP-62 と非核の軍事的措置 −
Berlin Contingency Planning of the United States Joint Chiefs of Staff :






　1961 年６月 26 日、アメリカ統合参謀本部は、マクナマラ（Robert S. 
McNamara）国防長官に、「ベルリン緊急計画」と題する国防長官宛の覚




Eisenhower） 政 権 の 単 一 統 合 作 戦 計 画 1962（The Single Integrated 






























　ａ．ソ連と中国    　　　　　　　　　　　　　　　　　














③　中国では、非常待機部隊が 49 の都市を攻撃し、都市人口の 41％、



















































































































































































































































































































































































































































































ⅰ　 同 覚 書（MEMORANDUM　FOR　 THE　 SECRETARY　 OF　DEFENSE
　Subject:Berlin Contingency Planning 以下 MEMO. と略記）は、インターネッ
トを通じて入手（2017 年４月 12 日）。掲載しているサイトの名称とアドレスは、
つ ぎ の 通 り。UNREDACTED:THE　NATIONAL　SECURITY　ARCHIVE
　BLOG,https：//nsarchive.wordpress.com. ／ 2011 ／ 11 ／ ８ ／ .MEMO. は、
下記のブログの文中、１行目、Joint Chiefs of Staff report。William Burr,“U.S. 
War Plans would Kill an Estimated 108 Million Soviets,104 Million Chinese ,and 
2.6 Million Poles :More Evidence on SIOP-62 and the Origins of Overkill,” ８ 
November 2011. 
ⅱ　三つの研究は、1961 年６月 14 日、統合参謀本部が、アチソン、ノースタッド














危機めぐる西側同盟の内紛（1961 年）」（『東海大学政治経済学部紀要』第 34 号
−第 39 号、2002 − 2007 年）。
ⅲ　1960 年 12 月２日、統合参謀本部とゲイツ（Thomas Gates）国防長官は、国家










アメリカ統合参謀本部のベルリン緊急計画 ― SIOP-62 と非核の軍事的措置 ―
適であり、核攻撃の目標は、政治・軍事上の指揮・統制センターと主要産業に
おかねばならなかった。海軍は、45 隻の弾道弾搭載潜水艦の建艦計画を推進し、




1963 年には 8,400 のソ連の目標を破壊するために、3,000 基のミニットマン・ミ
















ない』（亜紀書房、1985 年）91 − 96 頁参照。SIOP-62 については、つぎを参照。
Peter Pringle and William Arkin, SIOP：The Secret U.S. Plan for Nuclear War,
（New York:W. W.Norton 1983）pp.101-125.David A.Rosenberg,“The Origins 
of Overkill,Nuclear Weapons and American Strategy,1945-1960,”International 
Security 7（Spring 1983）pp.4-8,64-68.David A.Rosenberg,“Nuclear War　
Planning,”Michael Howard et al.,ed.,The Laws of War:Contraints on Warfare 
in the Western World （New Haven:Yale University Press,1994）,pp.174-175.
David Alan Rosenberg, “Constraining Overkill: Contending Approches to 
Nuclear Strategy,1955-1965”,Naval Historical Center home page,Colloquium on 
Contemporary History,Seminar 9,23 September 2003,p.6.「アメリカ外交政策極
秘文書シリーズ（マイクロフィシュ版）18 番　アメリカ　核の歴史―ミサイル
時代の核兵器と政治　1955 年− 68 年」U.S.Nuclear History:Nuclear Arms and 
Politics in the Missile Age,1955-1968（Washington D.C.:National　Security 
Archive,1998）:00026. The Creation of SIOP-62:More Evidennce on Origins 
of Overkill, National Security Archive Electronic Briefing Book No.130,13 July 










ⅸ Appendix A p.1.
ⅹ Ibid.












ドイツと単独平和条約を結ぶ）に合わせて、三つの期間：D−６  to D−４
MOMTHS;D−４ to D−２MONTHS;D−２MONTHS　to D−DAY　（31　
DEC　1961）に実行する（おおよそ１　JULY　1961を開始日として）。
（３−４）　省略


































































ⅹⅹⅵ　 Appendix B pp.22-23.
ⅹⅹⅶ　 Appendix C p.29.









ⅹⅹⅹⅶ 1962 年のソ連は、技術・予算両面から、アメリカ本土に到達可能な ICBM（技
術的な信頼性と精度に不安）を 20 発しか保有できなかった。SLBM（潜水艦
発射弾道ミサイル）搭載の潜水艦もわずか６隻。原潜基地も、ソ連北西部コ








ICBM180 発、ポラリス型原潜（搭載ミサイル 12 発、ソ連が射程距離圏内で










ーバ・ミサイル危機の分析　第２版　Ⅰ』（日経 BP 社、2016 年）214 − 217 頁。
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（本学非常勤講師）
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